
ノ
ト
ハ
ツ
ケ
イ

能
登
八
景
元
総
十
二
年
の
側

部
能
管
鐙
に
能
積
八
景
と
し
て
載
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の

は
、
ぬ
山
・松
百
・鉢
e
崎
・
湧
浦
・餓
石
川
・

古
城
・女

夫
島

・
問
問
者
附
野
鼠
崎
で
あ
る
。
問
岩
崎
と
あ
る
の

は
m即
断
(
石
崎
野
風
)
の
こ
と
で
あ
ら

4
0

ノ
ト
ヒ
コ
ジ
ン
ジ
ヤ

能
登
比
古
紳
紅

鹿
島
郡

ノ
ト
ハ

生
ケ
ヤ
マ
キ

能
登
畠
山
記

一

加
。
一

名
能
州
治
鼠
笠
智
。
白
山
氏
が
能
奇
の
守
秘
と
な
っ

て
か
ら
、
そ
の
減
亡、

長
氏
の
苦
闘
、
荒
山
及
び
石

動
山
ム
門
職
ま
で
が
叙
し
て
あ
る
。
関
左
内
の
筆
記
で

あ
る
と
い
ひ
、
左
内
の
組
は
長
氏
に
仕
へ
た
も
の
で

あ
る
。

咋
郡
富
木
に
、
前
回
利
家
を
岡
部
菅
原
に
置
い
て
幽

政
を
分
掌
せ
し
め
た
。
然
る
に
九
年
十
一

且
信
畏
は

利
家
を
能
B
W

一
陥
の
主
と
し
た
か
ら
、
利
家
は
鹿
島

郡
小
丸
山
城
に
移
っ
て
、
そ
の
城
下
を
七
尾
と
改
稿

し
、
長
籾
と
行
前
と
は
闘
を
去
り
、
辿
加
は
利
家
の

奥
カ
と
し
て
腿
下
に
属
し
た
。
文
勝
二
年
利
家
は
次

子
利
政
を
能
脅
に
封
じ
た
が
、
そ
の
石
高
は
祥
か
で

な
い
op
思
ふ
に
口
部
の
内
長
辿
加
の
奥
力
領
三
斑
千

石
及
び
後
に
利
家
が
隠
居
領
と
す
る

一
一
品
五
千
石
を

除
い
た
時
間
部
で
あ
る
ま
い
か
o
v
殴
長
三
年
四
且
利
家

退
隠
し
て
二
十
六
高
石
を
養
老
封
と
し
、
そ
の
中
に

口
部

一
一
品
五
千
石
が
あ
っ
た
え
利
政
の
領
を
前
述
の

活
り
と
し
た
ら
ば
、
こ
の
時
風
京

・
珠
洲
二
部
は
利

家
の
長
子
利
長
の
訟
り
受
け
る
所
と
な
っ
た
筈
で
あ

る
o
v
四
年
間
三
且
利
家
施
じ
、
ロ
郡
一
一
品
五
千
石
は

利
政
の
領
に
加
へ
ら
れ
た
。
近
年
」
1
且
利
政
は
東
軍

を
綾
け
な
か
っ
た
録
、
徳
川
家
康
か
ら
そ
の
封
を
臨
時

は
れ
、
能
mw
一
聞
は
利
長
の
領
に
附
し
た
が
、
十
一

年
か
ら
は
同
附
内
に
訴
臣
土
方
氏
の
領
邑
一
関
石
が

生
じ
、
爾
後
そ
れ
に
滋
々
の
回
目
諮
が
あ
る

o
i
バ
タ

プ
リ
ヨ
ウ
都
府
領
。 ノ

ト

ノ
ト
ヒ
メ
ジ
ン
ジ
ヤ

能
登
比
隊
神
社

鹿
島
郡

能
膏
部
下
に
在
る
。
式
内
町
草
笛
枇
犯
に
、『
能
宥
比
時

一
岬
駐
。
式
内
一
一
位
。
羽
日
庄
内
能
資
部
下
村
銀
座
。

古
来
酬
明
=
妙
天
紳
ぺ
或
-z
。
妙
天
前
三
部
天
利
之
認
。

Md
mm
云
。
比
古
比
時
雨
紳
銀
座
。
放
往
昔
糾
-石川
}
名
兄

村
紙
村
-
也
。
』
と
あ
る
。
品
目
品
川
は
今
は
沼
名
木
入
腕

命
と
す
る
。
枇
後
の
山
に
耐
胸
と
抑
制
す
る
地
が
あ
り
、

文
化
九
年
之
を
穿
っ
て
石
郭
を
設
見
し
た
と
い
ふ。

ノ
ト
ヒ
ラ
カ

能
登

卒

釜

』
カ
ラ
ス
テ
ノ
プ
キ

閉
山
総
の
御
器
。

ノ
ト
ベ

能
登
部

臨
舟
却
に
回
す
る
地
名
。
承

久
三
年
注
進
の
能
町
官
凶
回
数
日
銀
に
『
能
B
R
邸
村
、

十
町
三
段
』
と
あ
り
、
大
永
六
年
十
且
の
一
宮
枇
あ

米
銭
納
帳
に
も
能
菅
部
と
あ
る
。
能
帝
都
は
能
阜
官
邸

上
村

・
能
営
部
下
村
に
分
か
れ
る
が
、
上
村
は
常
に

上
村
と
の
み
籾
す
る
に
射
し
て
、
能
官
邸
下
村
は
却

っ
て
能
育
忠
と
の
み
い
ふ
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
飯
川

村
の
隣
邑
に
下
村
が
あ
っ
て
、
そ
れ
と
混
同
す
る
こ

と
を
避
け
る
潟
で
あ
る
と
い
ふ
。
叉
地
方
人
は
上
村

を
児
村
と
い
ひ
、下
村
を
妹
村
と
い
ふ
と
仰
へ
る
が
、

上
(
部
古
田
名
)
に
銀
座
し
、今
能
奄
部
制
祉
と
抑
制
す
る
。

式
内
等
笛
駐
砲
に
、『
能
篭
比
古
訓
枇
。
籾
日
庄
能
積

部
上
村
銀
座
。
古
来
都
s
兄
宮
。
叉
云
上
【
因
。
式
外
之

自
社
也
。
』と
見
え
、
文
品開
五
年
前
田
利
家
の
奥
へ
た

制
札
に
も
兄
宮
と
あ
る
。
叉
能
菅
名
跡
芯
に
は
、『
上

村
、
能
膏
比
古
跡
世
立
給
ふ
。
祭
副回
毎
蹴
十
周
什
一

日
に
て
、
問
所
袋
宕
の
祉
へ
御
幸
あ
り
。
此
村
に
一

祭
と
い
ふ
百
姓
あ
り
て
、
此
者
二
十
日
夜
引
の
刻
に

本
枇
を
聞
き
、
御
前
体
を
d
H
ひ
奉
。
、
後
歩
み
に
歩

む
こ
と
也
。
今
は
略
し
て
草
維
を
さ
か
さ
ま
に
は
き

歩
む
也
。
翌
日
愛
宕
の
祉
に
て
祭
種
あ
り
。
跡
中
一は

清
水
氏
也
。
石
動
山
神
主
粂
惜
し
て
此
村
に
あ
り
。

一
闘
の
網開削
也。
』
と
記
し
て
ゐ
る
。

そ
れ
は
前
者
に
能
資
比
士
白
榊
枇
が
あ
り
、
後
者
に
能

奇
施
時
制
散
が
あ
る
お
に
附
合
す
る
・
も
の
で
、
釘
際

部
務
に
さ
号
し
た
名
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
叉

能
驚
比
時
前
枇
の
祉
担
に
、
下
村
を
能
綾
部
比
峰
村

と
稿
す
と
い
ふ
も
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
能
綾
部
の
関

畿
に
就
い
て
は
、
能
昌
官
名
跡
志
に
『
此
所
を
能
E
R
部

と
い
ふ
は
、
ぬ
凶
の
時
渡
り
口
な
り
し
放
の
名
と
い

へ
8
0』
と
あ
る
が
、
そ
の
持
を
明
ら
か
に
せ
ぬ
。

ノ
ト
ベ

能
登
郡

山
格
政
時
代
に
姥
脅
地
方
か
ら

金
樗
に
出
て
版
郎
せ
ら
れ
る
下
男
の
釈
を
い
う
た
。

加
盟
古
跡
考
に
、
音
大
野
村
の
民
家
に
、
知
ら
ぬ
男

が
来
て
、
設
は
漏
七
と
い
う
て
よ
き
男
で
あ
る
か
ら

召
使
っ
て
呉
れ
よ
と
求
め
た
話
を
普
い
て
、
そ
の
詮

に

『
こ
れ
是
の
凶
の
風
俗
な
り
け
ん
。
今
も
能
驚
の

外
術
よ
り
佑
子

・
間制
仰
な
ど
、
冬
季
に
向
ひ
阪
に
な

り
ぬ
れ
ば
、
ロ
を
制
す
る
お
に
金
郁
容
へ
出
で
、
知

ら
ぬ
家
に
至
。
自
ら
よ
い
男
で
ご
ざ
る
奉
公
人
に
つ

か
は
れ
よ
と
い
ふ
も
の
ま
h
あ
り
。

い
づ
ち
の
者
と

も
知
れ
ず
、
名
も
定
か
な
ら
ぬ
を
、
冬

=τ
且
下
部

と
し
て
召
世
〈
革
、
指
凶
の
な
ら
ば
し
な
り
。
世
俗

是
を
能
稜
部
と
い
へ
り
。
廷
に
持
部
品
の

14風
と
い
ふ

ベ
し
。
』
と
あ
る
。
ノ

ト
ベ
の
ベ
は
下
部
め
認
で
あ
ら

う
。
下
鮮
を
ベ
イ
ヤ
と
い
っ
た
も
之
に
同
じ
い
。

ノ
ト
ベ
シ
モ

能
登
部
下

邸
内
同
郡
金
丸
保
に
邸

す
る
部
古
川
。
能
菅
名
跡
志
に
、『
能
膏
部
下
村
、
河
合

氏
十
村
役
あ
ふ
り
。
長
祭
寺
と
て
密
宗
の
大
寺
あ
り
。

笛
閥
附
殿
十
九
番
の
札
所
也
。
』
と
あ
る
。

ノ
ト
ベ
シ
モ
ウ
シ
ロ
ヤ
マ
プ
ン

能
登
部
下
後
山

分

鹿
島
都
金
丸
保
に
慰
す
る
邸
群
。

ノ
ト
ベ
ジ
ヨ
ウ

能
登
部
城

路
島
郡
能
官
部
下

の
山
腕
な
る
仙
の
隠
と
い
ふ
地
で
あ
ら
う
と
い
は
れ

る
。
得
江
文
部
胞
安
二
年
十
二
且
得
江
八
郎
九
郎
季

民
の
軍
忠
欽
に
、『
今
年
四
且
廿
入
日
以
来
王
子
六
且

一
目
、
於
能
を
部
城
鹿
子
育
見
伊
橡
入
誼
殿
御
手
、

日
夜
拙
戦
功
mm
o
』
と
あ
る
。

ノ
ト
マ
チ

能
登
町

金
剛
仰
の
辺
町
名
。
大
衆
寺

坂
下
の
杭
聞
で
、
今
は
由
本
多
町
一
番
丁
と
な
っ
て

ゐ
る
。
町
名
の
問
来
は
不
明
で
あ
る
。

ノ
ト
マ
チ

能
登
町

金
採
の
笛
町
名
で
あ
ろ
が
、

今
は
剖
肥
え
て
砕
か
で
な
い
。
十
三
間
町
の
裂
町
で
あ

b
う
か
。
本
多
町
に
能
回
軒
町
の
笛
名
が
あ
る
が
、
そ

れ
と
異
な
っ
て
ゐ
る
。

ノ
ト

Z
カ
ゲ

能
登
御町
市

須

昨

・
臨
時
二
四
川
の

境
界
な
る
碁
石
二
町
の
岩
石
は
、
翠
…
笠
恐
花
開
岩
で

あ
る
が
、
幾
分
の
閃
総
岩
貨
を
鰐
び
、
肉
紅
色
の
正

長
石

・
制
判
長
石
の
斑
品
と
、
石
英
の
破
片
及
び
娘
三

母
と
か
ら
成
る
。
こ
の
石
討
は
鹿
島
郡
酒
井
で
切
出

さ
れ
て
白
布
又
は
能
管
御
修
と
名
づ
け
ら
れ
て
ゐ

る
。
叉
石
動
山
に
麗
し
、
芹
川
原
山
分
で
伐
出
す思…

雲
母
片
脇
岩
・也
、
同
じ
〈
能
資
御
影
と
い
は
れ
る
。

ノ
ト
、
ミ
カ
ン

能
登
蜜
柑

能
殺
で
益
し
た
小
形

の
畑
山
柑
で
、
路
子
の
多
い
も
の
で
あ
っ
た
。
能
殺
名

跡
志
臨
時
都
悶
鵠
id

山
の
傑
に
、『
此
近
郷
は
能
思
官
邸
紺

の
名
物
也
。
』
と
あ
る
。

ノ
ト
メ
イ
セ
キ
シ

能
登
名
跡
志

太
田
遊
品
取の

若
で
数
探
あ
る
。
何
れ
も
加
賀
の
高
松
か
ら
能
慨
に

入
り
、
外
捕
を
経
て
三
附
に
出
で
、
内
湖
沼
り
を
邸

る
聞
の
名
阪
沓
跡
を
記
し
、
そ
の
地
の
偉
設
を
も
載

せ
る
。
そ
の
第
一

に
能
官
名
跡
志
一
名
能
常
名
跡
集

は
安
永
六
年
酋
の
立
春
日
加
防
金
府
太
田
氏
築
町出の

序
が
あ
る
。
第
二
に
能
奇
巡
と
題
す
る
も
の
に
は
、

安
永
六
年
了
酉
孟
春
日
加
除
金
府
位
文
劉
伐

と
あ

る
。
第
三
に
郡
能
膏
絡
程
一
名
能
脅
誌
と
凶
す
る
も

の
に
は
、
安
永
氏
子
用
日
太
田
遺
品
班
孤
額
資
と
犯
し

て
あ
る
。

ノ
ト
メ
グ
リ

六
六

能
登
巡

二
答
。
金
揮
の
側
人
抽
出


